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究
ノ
ー
ト
〉
修

身

教

科

書

批

判

と

野

村

靖

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の

「
野
村
靖
関
係
文
書
」
の
な
か
に
、

明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
六
月
、
牧
野
伸
顕
文
部
大
臣
に
宛
て
た
書
簡
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
る

（１
）ｏ

牧
野
文
部
大
臣
閣
下
、
余
輩
数
名

ハ
言
語
の
前
二
於
て
先
づ
満
腔
の
敬
意

を
表
す
。
陳
者
国
定
教
科
書
特
に
修
身
書
に
関
し
て

一
昨
年
来
前
文
部
大

臣
に
綾
々
協
議
せ
し
事
候
ひ
し
な
れ
ど
国
事
の
多
端
に
際
し
未
だ
要
領
を

得
ず
候
は

ゝ
姦
に
、
ま
た
貴
大
臣
に
対
し
て
、
其
の
事
由
を
開
陳
致
し
候
。

現
在
の
修
身
書
ハ
其
の
開
巻
第

一
に
示
さ
れ
た
る
が
如
く
個
人
的
教
育
の

目
的
を
以
て
編
成
せ
ら
れ
た
り
。
個
人
的
教
育
の
本
邦
の
国
性
と
衝
突
す

る
ハ
、
唯
だ
図
盤
方
柄
の
相
容
れ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
弊
害
の
及
ぼ
す
所
、

言
語
の
形
容
を
許
さ
ざ
る
事
あ
る
べ
し
。
抑
も
本
邦
の
建
国
ハ
宗
族
制
な

る
を
以
て
、
民
法
に
も
戸
主
を
認
め
て
、
家
族
の
乖
離
分
別
す
る
を
許
さ

ざ
る
事
、
国
に
君
長
あ
り
て
国
民
乖
離
分
別
す
る
を
許
さ
ざ
る
が
如
し
。

此
の
故
に
本
邦
の
国
民
ハ
家
に
在
り
て
ハ
孝
を
称
し
、
国
に
在
り
て
ハ
忠

を
称
し
、
忠
孝
を
以
て
国
家
の
基
礎
と
し
、
百
行
の
第

一
と
す
る
事
、
明

治
二
十
三
年
十
月
の
詔
勅
の
如
し
。
回
顧
す
れ
バ
、
日
清
事
件
、
日
魯
事

件
に
大
捷
を
得
た
る
も
、
実
に
建
国
以
来
教
養
せ
ら
れ
た
る
此
の
精
神
の

換
発
せ
し
に
外
な
ら
ず
。
特
に
軍
隊
教
育
に
於
て
ハ
、
明
治
十
五
年

一
月

の
詔
勅
に
依
り
義
重
於
泰
山
、
命
軽
於
鴻
毛
と
い
ふ
を
以
て
、
軍
人
立
命

の
地
と
し
た
り
。
本
邦
、
今
日
の
制
ハ
、
男
子
ハ
、
み
な
兵
籍
に
在
る
を

以
て
国
民
教
育
も
亦
た
是
れ
と

一
致
す
べ
き

ハ
、
当
然
の
事
な
る
べ
し
。

然
る
に
此
の
歴
史
あ
る
国
民
に
教
た
る
に
個
人
的
教
育
を
用
ひ
ら
る
る
ハ

盤
柄
の
相
容
れ
ざ
る
が
如
く
、
亦
た
矛
盾
の
両
存
す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
く

な
る
を
以
て
思
ひ
て
此
に
到
れ
バ
、
□
た
た
感
慨
に
堪

へ
ざ
ら
し
む
。
貴

大
臣
閣
下
、
余
輩

ハ
此
の
故
に
此
の
教
科
書
の
改
正
を
望
む
ハ
、
亦
た
已

大

湖

賢

一

む
事
を
得
ざ
れ
バ
な
り
。
然
れ
ど
も
、
事
は
、
言
に
易
く
し
て
行
に
難

し
。
教
科
書
編
述
の
如
き
容
易
の
業
に
あ
ら
ざ
る
を
知
れ
る
を
も
て
之
れ

が
速
断
を
強
請
す
る
ハ
、
事
理
に
於
て
ハ
尽
さ
ざ
る
所
あ
り
。
情
誼
に
於

て
も
忍
び
ざ
る
を
以
て
一″
に
同
志
相
議
し
て
試
に
先
づ
修
身
書
を
選
せ
し

を
以
て
謹
み
て
是
を
貴
大
臣
に
献
上
す
。
此
の
修
身
書
ハ
前
論
の
整
柄
矛

盾
を
避
け
し
め
て
此
の
国
性
民
情
に
適

へ
し
め
た
り
と
思
惟
せ
ら
る

ヽ
を

以
て
、
何
卒
即
時
実
行
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
。
然
れ
ど
も
書
中
の
記
事
の

如
き
、
学
年
の
程
度
の
如
き
は
、
教
員
其
の
他
の
評
も
あ
る
べ
き
が
為
め
、

字
句
の
改
察
に
至
り
て
ハ
、
貴
大
臣
の
訂
正
を
煩
す
べ
し
。
同
志
者
の
間

に
於
て
は
、
本
書
の
精
神
だ
に
徹
底
す
る
に
至
れ
バ
、
遣
字
行
文
ハ
勿
論
、

著
者
の
姓
名
を
変
更
し
、
或
ハ
削
除
せ
ら
る

ヽ
事
あ
る
も
亦
た
論
ず
る
所

に
之
れ
無
く
、
但
し
、
新
定
の
仮
字
遣
ハ
識
者
の
間
に
章
々
の
議
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
人
名
等
に
混
乱
を
生
ぜ
し
む
る
ハ
歴
世
帝
王
后
妃
の
御
名
の

関
係
す
る
所
あ
る
を
以
て
、
仮
字
遣
ハ
本
書
に
筆
せ
る
所
を
以
て
採
用
の

栄
を
荷
ひ
度
、
是
れ
亦
た
修
身
書
の
改
正
を
希
望
す
る
精
神
と
同

一
揆
の

情
願
に
候
。
猶
ほ
本
書
の
採
用
に
先
立
ち
て
懇
請
す
る
事
あ
る
ハ
、
是
を

紙
尾
に
記
述
せ
り
。
貴
大
臣
、
余
輩
ハ
姦
に
重
ね
て
敬
意
を
表
す
。

明
治
三
十
九
年
六
月

文
学
博
士
物
集

法
学
博
士
穂
積

男
爵
高
崎

子
爵
田
中

子
爵
野
村

伯
爵
東
久
世

文
部
大
臣
宛
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紙
尾
の
文

此
の
新
選
の
修
身
書

ハ
未
だ
完
全
と
称
す
べ
か
ら
ぎ
る
を
以
て
最
初
に
ハ

是
れ
を
印
刷
に
附
し
て
偏
く
識
者
の
議
を
徴
し
、
然
し
て
後
、
献
呈
せ
ん

と
企
図
し
て
其
の
第

一
巻

ハ
既
に
活
版
に
も
附
し
た
り
と
雖
も
同
志
中
に

ハ
先
づ
貴
大
臣
に
呈
す
る
を
以
て
穏
当
な
る
順
序
な
り
と
議
す
る
者
あ
り

て
其
の
議
に

一
決
せ
し
が
為
に
、
草
稿
の
ま
ま
に
し
て
献
呈
す
る
を
以
て

貴
大
臣
に
於
て
ハ
何
卒
速
や
か
に
印
刷
に
附
せ
ら
れ
て
広
く
識
者
の
議
を

徴
せ
ら
れ
ん
事
を
切
望
す
。

こ
の
書
簡
は
、
物
集
高
見
、
穂
積
八
束
、
高
崎
正
風
、
田
中
不
二
麿
、
東
久

世
通
祠
、
野
村
靖
の
連
名
で
第

一
期
国
定
修
身
教
科
書
に
対
し
て
新
し
い
修
身

教
科
書
を
編
纂
し
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
と
き
の
草
稿
で
あ
る
。

戦
前
の
教
科
書
は
、
自
由
発
行

・
自
由
採
択
の
時
代
、
事
前
伺
出
制

。
認
可

制

（明
治

一
六
年
以
後
）
、
検
定
教
科
書
の
時
代

（明
治
二
四
年
以
後
）
を
経
て
、

明
治
三
七
年
四
月
か
ら
国
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
科
書

が
国
定
に
な
る
に
あ
た
っ
て
最
も
注
意
が
払
わ
れ
た
の
が
修
身
教
科
書
の
内
容

で
あ
る

（２
）ｏ

明
治
前
期
は
、
多
く
の
修
身
教
科
書
が
編
纂

・
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く

が
欧
米
の
啓
蒙
書
の
翻
訳
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
文
明
開
化
が
進
行
す
る
時
代

に
欧
米
の
最
先
端
知
識
の
導
入
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
「学
問
ハ
身
ヲ
立
ル

ノ
財
産
」
（「学
制
奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
書
」
）
と
い
う
知
識
主
義
が
背
景
に

は
あ

っ
た
。

明
治

一
二
年
八
月
、
開
明
的
教
育
政
策
を
修
正
す
る

「教
学
聖
旨
」
が
発
布

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

「
一
時
西
洋
ノ
長
所
ヲ
取
り
、
日
新
ノ
効
ヲ
奉
ス
ト
雖
ト

モ
、
其
流
弊
、
仁
義
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
、
徒
二
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ
ハ
、
将
来
ノ

恐
ル
ヽ
所
、
終
二
君
臣
父
子
ノ
大
義
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
測
ル
可
カ
ラ
ズ
。

是
我
邦
教
学
ノ
本
意
二
非
ザ
ル
也
」
と
し
て
徳
育
重
視
を
最
重
要
課
題
と
し
て

強
調
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
修
身
重
視
の
方
針
が
定
着
し
て
い
く
。

明
治

一
六
年
七
月
、
小
学
校

。
中
学
校

・
師
範
学
校
の
教
科
書
を
採
択
す
る

場
合
、
事
前
に
文
部
省
の
認
可
を
必
要
と
す
る
旨
が
布
達
さ
れ
、
教
科
書
の
事

前
伺
出
制

・
認
可
制
が
決
定
さ
れ
た
。
明
治
二
三
年
、
「教
育
に
関
す
る
勅
語
」

が
発
布
さ
れ
、
翌
年
か
ら
は
小
学
校
修
身
科
に
お
い
て
教
科
書
の
使
用
が
必
須

と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
九
年
第
九
議
会
の

「国
費
を
以
て
小
学
校
修
身

教
科
教
科
用
図
書
を
編
纂
す
る
の
建
議
」
を
経
て
、
三
二
年
に
文
部
省
が
修
身

教
科
書
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
国
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

修
身
教
科
書
調
査
委
員
会
は
加
藤
弘
之
を
委
員
長
に
委
員
八
名
、
起
草
員
三

名
か
ら
構
成
さ
れ
、
明
治
三
三
年
か
ら
四
年
の
間
に

一
三
二
回
の
会
合
を
行
い

第

一
期
国
定
修
身
教
科
書
を
編
纂
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
教
科
書
は
教
育
勅

語
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
日
本
臣
民
に
必
須
な
道
徳
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
全
体
と
し
て
は
近
代
的
市
民
倫
理
を
重
視
す
る
内
容
と
な

っ
た
。

小
学
校
六
年
間
で
主
要
な
道
徳
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
項
目
は

一
六
三
を
数
え

る
が
、
そ
の
う
ち
国
家
に
対
す
る
道
徳
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
も
の
は
四
分
の

一
程
度
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
編
集
内
容
に
対
し
て
、
野
村
達
は
批
判
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
野
村
を
中
心
と
し
た
修
身
教
科
書
批
判
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
井
須
美

子
が
詳
細
な
分
析
を
行

っ
て
い
る

（３
）ｏ

三
井
論
文
に
よ
る
と
、
修
身
教
科
書
批
判
の
理
論
的
な
担
い
手
は
穂
積
八
束

で
あ
り
、
そ
れ
を
政
治
的
に
牽
引
し
た
の
が
野
村
で
あ

っ
た
と
い
う
。
物
集
高

見
は
国
学
者
で
文
部
省
に
出
仕
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
等
を
歴
任
し
、
修

身
教
科
書
を
実
際
に
編
纂
す
る
役
目
を
担

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

か
ら
は
離
脱
し
て
い
く
。
高
崎
は
歌
人
で
あ
る
が
こ
の
当
時
、
枢
密
顧
問
官
で

あ
つ
た
。
田
中
は
か
つ
て
文
部
行
政
の
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
東
久
世
は
、

検
定
教
科
書
時
代
に
修
身
教
科
書
を
編
纂
し
た
経
験
を
持

っ
て
い
た
。

野
村
は
、
明
治
二

一
年
に
枢
密
顧
問
官
に
、
明
治
二
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
全
権

大
使

（
ス
ペ
イ
ン

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
も
兼
任
）
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
領
事
裁
判
権
廃
止
問
題
で
陸
奥
宗
光
外
相
と
意
見
を
異
に
し
事
実

上
、
更
迭
さ
れ
帰
国
し
て
い
る
。
明
治
二
五
年
に
は
、
日
清
戦
争
時
の
駐
在
朝

鮮
公
使
に
転
出
し
た
井
上
馨
に
代
わ
り
内
務
大
臣
に
就
任
し
た
が
、
後
に
自
由

党
と
の
連
携
に
つ
い
て
伊
藤
博
文
首
相
と
衝
突
し
辞
任
。
明
治
二
九
年
に
第
二

次
松
方
正
義
内
閣
の
逓
信
大
臣
に
就
任
す
る
も
進
歩
党
と
の
提
携
問
題
な
ど
を

契
機
と
し
て
内
閣
が
総
辞
職
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
頃
が
野
村
の

_13_



政
治
活
動
の
最
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
反
政
党
活
動
を
旺
盛
に
展
開
し
て
い

る

ｃし
か
し
明
治
三
二
年
頃
に
健
康
を
害
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
は
枢
密
院

顧
問
官
と
し
て
の
政
治
活
動
以
外
は
目
立

っ
た
も
の
は
な
く
な

っ
て
い
く
。
そ

し
て
こ
の
時
期
、
最
も
重
要
視
し
て
い
た
の
が
修
身
教
科
書
問
題
で
あ

っ
た
。

先
述
の
牧
野
文
部
大
臣

へ
の
書
簡
は
こ
う
し
た
経
緯

の
な
か
で
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

書
簡
に
よ
る
と
、
第

一
期
修
身
国
定
教
科
書
は
、
「
個
人
的
教
育
」

の
目
的

の
下
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
教
育
勅
語
に
あ
ら
わ
さ
れ
た

「本
邦

の
国
性
」
と
衝
突
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
科
書
を
改
訂
す
る
必
要
が
あ

る
が
簡
単
に
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
自
分
た
ち
で
編
纂
し
た
修
身
書

を
贈
呈
す
る
の
で
、
こ
の
字
句
な
ど
を
修
正
し
て
使
用
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
実
際
に
野
村
靖
関
係
文
書
の
な
か
に
は
、
作
成
途
上
の
尋
常
科
。

高
等
科
の
小
学
校
修
身
書
の
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る

（４
）Ｏ

書
簡
冒
頭
に
あ
る
と
お
り
、
第

一
期
国
定
修
身
教
科
書
の
使
用
が
始
ま

っ
た

直
後
の
明
治
三
七
年

一
一
月
頃
に
野
村
達
は
久
保
田
譲
文
相
に
意
見
書
を
提
出

し
て
い
る
。
そ
の
意
見
書
の
草
稿
が
野
村
靖
関
係
文
書
に
あ
る
。
意
見
書
で
は

「文
部
省
著
作
小
学
校
修
身
書
に
関
す
る
意
見
」
と
し
て
第

一
期
国
定
修
身
教

科
書
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る

（５
）ｏ

一
小
學
修
身
書

ハ
国
民
道
徳
ノ
経
典

ニ
シ
テ
其
影
響
ノ
大
ナ
ル
コ
ト
ハ
現

ヲ
待
タ
ス
、
況
ン
ヤ
政
府
ノ
著
作

ニ
シ
テ
強
制
シ
テ
之
ヲ
用
イ
シ
ム
ル

モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
特

二
之
ヲ
慎
重

ニ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
今
文

部
省
著
作
小
學
修
身
書
ヲ
見
ル
ニ
國
民
道
徳
ノ
大
本
ヲ
明
白

ニ
ス
ル
ニ

於
テ
イ
サ

ゝ
力
遺
憾
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
、
是
レ
或

ハ
、

一
．
児
童

二
教

フ
ル
ニ
高
尚

二
過
ク
ル
ノ
道
徳
観
念
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
弊

ヲ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
コ
ト

ニ
．
特
種
ノ
宗
教
的
道
徳
的
ノ

一
定
ノ
主
義

二
固
着
シ
偏
狭

二
失
ス
ル

ノ
弊
ラ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
コ
ト

ノ
用
意

二
急
ナ
ル
ョ
リ
シ
テ
簡
易

二
平
凡

二
日
常
ノ
心
得
ト
ナ
ル
ヘ
キ

事
項
ヲ
掲
ク
ル
ニ
止

マ
リ
讀
ム
者
ヲ
シ
テ
此
ノ
修
身
書
ノ
著
作
ノ
根
底

タ
ル
主
義
精
神
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ニ
於
テ
遺
憾
ア
ラ
シ
ム
ル
所
以
ナ
ラ
ン

カ
。
児
童

二
教
フ
ル
ニ
高
尚
二
過
ク
ル
ノ
理
論
ヲ
以
テ
シ
又
ハ
偏
狭
ナ

ル
教
義
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
固
ョ
リ
之
ヲ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
然
レ
ト
モ

其
弊
ヲ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
ノ
用
意
ノ
急
ナ
ル
ョ
リ
シ
テ
此
ノ
國
民
道
徳
ノ

経
典
ヲ
シ
テ
精
神
主
義
ノ

一
貫
セ
サ
ル
日
常
ノ
行
儀
作
法
ノ
心
得
書
ニ

止
マ
ラ
シ
ム
ル
ハ
其
営
ヲ
得
サ
ル
カ
如
シ
。

一
我
小
學
修
身
書
ノ
用
ハ
欧
洲
諸
邦
二
於
ケ
ル
修
身
書
卜
大
二
異
ナ
ル
所

ア
ル
ニ
留
意
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
欧
洲
諸
民
族
ハ
概
ネ
各

一
定
ノ
國
教

ヲ
有
ス
。
（仏
國
其
他
奮
教

ハ
固
ョ
リ
然
り
、
英
獨
等
ノ
新
教
國
二
於

テ
モ
尚
國
教
ノ
制
ヲ
執
ル
唯
他
ノ
宗
教
ノ
信
仰
ヲ
禁
制
セ
サ
ル
ノ
ミ
）

故

二
彼
二
在
リ
テ
ハ
老
若
ヲ
問
ハ
ス
国
民
ノ
精
神
的
教
育

ハ
政
府
ノ
機

開
タ
リ

（仏
）
又
ハ
政
府
ノ
公
認
シ
テ
保
護
ス
ル

（英
獨
）
宗
教
ノ
組

織

二
依
リ
テ
普
及
ス
。
故

二
宗
教
以
外
ノ
學
校
二
於
ケ
ル
修
身
ノ
過
程

ハ
高
尚
ニ
シ
テ
精
神
上
二
渉
ル
コ
ト
ヲ
除
キ
日
常
ノ
生
活
ノ
要
件
タ
ル

各
人
ノ
心
得

（勤
勉
ト
カ
堪
忍
ト
カ
約
束
ヲ
守
レ
ト
カ
云
フ
如
キ
）
ヲ

教
フ
ル
ニ
止
リ
テ
其
用
ヲ
全
ツ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
。
我
國
ハ
法
律
上

ハ
勿
論
事
費
上
二
於
テ
モ
所
謂
國
教

（国
民

一
般
ノ
同

一
ノ
信
教
）
ナ

シ
。
故
二
国
民
道
徳
ノ
大
本
ハ
之
ヲ
宗
教
ノ
カ
ニ
ノ
ミ
依
頼
シ
テ
其
存

立
ヲ
望
ム
ヘ
カ
ラ
ス
。
是
レ
蓋
嘗
ヲ
教
育

二
関
ス
ル
勅
語
ノ
装
表
ア
リ

シ
所
由
ナ
ラ
ン
カ
。
此
ノ
社
會
ノ
状
況
二
顧
テ
我
小
學
二
於
ケ
ル

一
般

国
民
ノ
普
通
教
育

二
於
テ
ハ
欧
洲
二
於
ケ
ル
宗
教
教
育
ノ
幾
分
二
代
ハ

ル
作
用
ヲ
加
味
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
是
レ
宗
教
ノ
教
義
ヲ
加
味
ス
ル
ノ

意

ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
国
民

一
致
ノ
精
神
的
ノ
信
向
ヲ
撃
固
ニ
ス
ル
ニ
ノ
傾

向
ヲ
執
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
意
ナ
リ
。

一
忠
孝
ノ
大
義
ハ
家
回
ヲ
愛
ス
ル
ノ
至
情
ニ
シ
テ
古
来
ョ
リ
今

二
至
ル
マ

テ
我
民
族

一
致
ノ
精
神
的
信
向

ニ
シ
テ
実

二
我
団
体
ノ
精
華
ナ
リ
。
各

種
ノ
宗
教
或
ハ
道
徳
的
倫
理
ノ
學
説
ノ
如
何
二
拘

ハ
ラ
ス
之
ヲ
其
以
外

二
特
立
セ
シ
メ
日
本
国
民
永
遠
ノ
特
色
ト
シ
テ
之
ヲ
子
孫
萬
世
二
停
ヘ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
文
部
省
著
作
ノ
修
身
書
ノ
主
旨

ハ
固
ョ
リ
此

ノ
大
義
ヲ
軽
視
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
之
ヲ
通

_14_



讀
ス
ル
者

二
封
シ
特

二
此
大
義

二
感
動
ヲ
典
フ
ル
ノ
甚
深
キ
ヲ
覺

ヘ

ス
。
試

二
其
所
由
ヲ
具
体
的
二
推
測
ス
レ
ハ

一
．
教
課
ノ
項
ロ
タ
ル
事
例
要
旨
等
ヲ
通
覧
ス
ル
ニ
個
人
的
二
獨
立
シ

テ
事
業
ヲ
成
功
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
教
訓
ヲ
垂
ル
ゝ
場
合
最
大
部
分
ヲ
占

メ
、
臣
子
ト
シ
テ
家
國
二
封
ス
ル
ノ
教
義
ヲ
垂
ル
ゝ
ノ
部
分
和
顕
著
ナ

ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
コ
ト
、

二
．
忠
君
愛
国
等
ノ
大
義
ハ
修
身
書
ノ
主
脳
ト
シ
テ
之
ヲ
掲
ク
ル
ハ
編

纂
者
ノ
主
旨
ナ
ル
ヘ
キ
モ
編
纂
ノ
跡
ヲ
見
ル
ニ
古
来
ョ
リ
國
民
ノ
模
範

ト
シ
テ
信
仰
セ
ラ
レ
タ
ル
忠
臣
孝
子
義
士
愛
國
者
等
ノ
極
端
ナ
ル
事
例

ヲ
コ
ト
サ
ラ
ニ
避
ケ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
ョ
リ
、
自
然
其
掲
ク
ル
事
例
ノ
如

キ
其
訓
示
ス
ル
趣
旨
ノ
如
キ
平
斤
二
流
レ
随
ヒ
テ
之
ヲ
聴
ク
者
ヲ
シ
テ

感
動
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
ノ
効
力
少
ナ
キ
ニ
至
リ
シ
ョ
ト
、

三
．
修
身
書
二
忠
孝
ノ
道
、
家
國
ノ
愛
護
ス
ヘ
キ
ノ
義
ヲ
示
ス
コ
ト
ワ

掲
ケ
タ
ル
各
部
ヲ
詳
細
二
閲
覧
ス
ル
ニ
其
説
ク
所
概
ネ
個
人
的
相
封
ノ

関
係
ノ
ミ
ニ
着
眼
ス
ル
ニ
止
マ
リ
永
遠

二
亘
ル
深
重
ノ
感
念
ヲ
養
成
ス

ル
ニ
疎
ナ
ル
カ
如
シ
。
例
ヘ
ハ
忠
君
卜
云
ヘ
ハ
現
在
ノ
君
主
其
人
ノ
盛

徳
ヲ
述

へ
此
ノ
如
キ
聖
主
ナ
ル
カ
故
二
其
鴻
恩
ヲ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云

ヒ
又
孝
道
卜
云
ヘ
ハ
父
母
ハ
我
ヲ
養
育
シ
タ
ル
大
恩
ア
リ
、
故

二
之
ヲ

大
切
ニ
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
カ
如
キ
類
ニ
シ
テ
其
趣
旨
ノ
墓
末
モ
不
可
ナ
ル

所
ナ
キ
ハ
明
カ
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
我
民
族
ノ
固
有
ノ
特
性
ハ
現
在
我
ト

仝
時
二
肉
体
人
ト
シ
テ
存
シ
直
接
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ル
ノ
君
父
其
人
ノ
外

二
上
ハ
萬
世

一
系
ノ
　
皇
位
其
物
ヲ
神
聖
ナ
リ
ト
シ
テ
仰
キ
又
現
在
ノ

父
母
其
人
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
祖
先
ノ
家
ヲ
家
ト
シ
テ
愛
護
ス
ル
ノ
感
念
ノ
深

キ
コ
ト
ニ
在
り
。
然
ル
ニ
君
父
家
國
二
封
ス
ル
道
ヲ
説
ク
ニ
恩
義
ア
ル

友
人
二
封
ス
ル
ト
同

一
ナ
ル
直
接
相
封
ノ
謝
恩
ノ
條
理
ヲ
以
テ
ノ
ミ
之

ヲ
敬
愛
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
示
サ
ン
ト
ス
ル
カ
故
二
我
国
民
ノ
特
性
タ
ル
深

厚
ノ
理
想
ヲ
子
孫
二
停
フ
ル
ニ
於
テ
遺
憾
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
コ
ト
、

是
レ
等
ノ
外
形
上
ノ
快
難

（文
部
省
編
纂
者
モ
其
精
神
二
反
封
ス
ル
モ

ノ
ニ
ハ
非
サ
ル
ヘ
シ
）
ア
ル
カ
故
二
小
學
修
身
書
ヲ
唯

一
ノ
道
徳
ノ
基
本

ト
ス
ル
国
民
教
育
上
窃

二
之
ヲ
憂
慮
セ
サ
ル
得
ス
、

一
祖
先
ヲ
崇
敬
シ
其
祭
祀
ヲ
重
ン
ス
ル
コ
ト
ハ
賞
二
我
固
有
ノ
国
民
道
徳

ノ
根
本
タ
リ
、
國
民
力
萬
世

一
系
ノ
　
皇
位
ヲ
崇
敬
ス
ル
モ
各
個
ノ
家

ヲ
愛
惜
ス
ル
モ
賞

二
此
ノ
特
性
二
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
我
民
族
ノ
固
有
ノ

敬
神
ノ
道
モ
蓋
亦
弦
二
根
由
ス
。
此
ノ
特
性
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ

我
國
体
及
社
會
ノ
組
織
ヲ
撃
固
二
維
持
ス
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ヘ
シ
。
然

ル
ニ
国
民
道
徳
ノ
経
典
タ
ル
小
學
修
身
書
二
於
テ
ハ
此
ノ
大
義
ヲ
掲
明

ス
ル
コ
ト
ヲ
勉
メ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
或

ハ
コ
ト
サ
ラ
ニ
之
ヲ
顕
著

ニ

掲
ケ
示
ス
コ
ト
ヲ
避
ケ
タ
ル
カ
如
キ
疑
念
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
黙
ナ
シ
ト
セ

ス
、
例
セ
ハ
小
學
修
身
書
中

一
．
特
二
家
ノ
祭
祀
ノ
事
ヲ
掲
ケ
其
重
ン
ス
ヘ
キ
所
由
ヲ
顕
著
二
示
シ

タ
ル
教
課
ナ
シ

（高
等
小
學
修
身
書
第
三
年
ノ
讀
本
第
四
課
二

「祖
先
ヲ
敬
フ
ハ
我

國
ノ
美
風
ナ
リ
」
卜
云
フ
ノ
ミ
ニ
テ
尋
常
普
通
ノ
證
儀
習
慣
ノ

一
ノ

如
ク
ニ
掲
ク
ル
ノ
外
二
其
重
ン
ス
ヘ
キ
ヲ
云
ヘ
ル
所
ナ
シ
）

（尋
常
小
學
修
身
書
第
二
學
年

「
だ
い
三
」
）

二
．
敬
神
ノ
事
ヲ
掲
ケ
タ
ル
教
課
ナ
シ
。
例
セ
ハ
伊
勢
ノ
神
官
ノ
事
ノ

ミ
ニ
テ
モ
之
ヲ
掲
ク
ヘ
キ
筈
ナ
ル
ニ
見
営
ラ
ス

三
．
高
等
ノ
修
身
書

二
於
テ
ハ
一
家

二
於
テ
祭
祀
ヲ
重
ン
ス
ル
義
卜
、

國
家

二
於
テ
萬
世

一
系
ノ
　
皇
位
ヲ
天
祖
ノ
霊
位
ト
シ
テ
崇
敬
ス
ル
ノ

義
卜
、
相
連
渉
シ
テ
之
ヲ
國
民
二
教
フ
ヘ
キ
筈
ナ
ル
二
一
モ
其
主
旨
ノ

教
課
ヲ
見
営
ラ
ス

此
等
ノ
欠
鶏
ア
ル
ニ
更
二
小
學
修
身
書
中
ニ
ハ
勉
メ
テ
迷
信
ヲ
避
ク
ヘ

キ
ノ
主
旨
ヲ
説
ク
ノ
教
課
屡
々
繰
返
シ
テ
掲
ケ
ラ
レ
タ
リ
。
是
レ
固
ョ
リ

何
人
モ
異
存
ナ
カ
ル
ヘ
キ
モ
其

一
例
ト
シ
テ
神
官
力
祭
祀
ヲ
行
フ
エ
営
リ

偽
ノ
行
為
ヲ
以
テ
信
向
者
ヲ
欺
ク
ノ
事
例
卜
挿
画
ト
ヲ
以
テ
ス
ル
カ
如
キ

ハ
児
童
ヲ
シ
テ
迷
信
ヲ
避
ケ
シ
ム
ル
ノ
念
ヲ
養
フ
エ
急
ナ
ル
ョ
リ
相
連
開

シ
テ
遂
二
祭
祀
若
ハ
敬
神
ノ
念
ヲ
軽
蔑
セ
シ
ム
ル
ノ
間
接
ノ
悪
結
果
ア
ル

ヘ
シ
。
事
例
ヲ
引
ク
ニ
於
テ
用
意
周
到
ナ
リ
ト
ハ
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
迷
信

固
ヨ
リ
不
可
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
児
童
ヲ
シ
テ
之
ヲ
極
端

二
鮮
セ
シ
ム
ル
ト

キ
ハ
自
己
ノ
耳
目
知
能
ニ
テ
直
接
二
了
鮮
シ
能
フ
事
理
ノ
外
ニ
ハ
一
切
確
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信
ナ
キ
者
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
弊
ア
ラ
ン
。
迷
信
ヲ
排
斥
ス
ル
ト
仝
時
二
信
念

ノ
撃
固
ナ
ル
コ
ト
ヲ
モ
示
ス
ノ
用
意
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
若
国
民
ニ
シ
テ

祖
先
ノ
祭
祀
ヲ
重
ン
ス
ル
ノ
風
ヲ
迷
信
ナ
リ
ト
シ
テ
軽
蔑
ス
ル
ニ
至
ラ
シ

メ
ハ
何
ヲ
以
テ
萬
世

一
系
ノ
　
皇
位
ノ
神
聖
ナ
ル
所
以
ヲ
耕
明
シ
維
持
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ン

一
。
修
身
書
各
冊
ヲ
通
讀
シ
テ
感
ス
ル
ノ
細
ロ
ニ
渉
ル
事
項
ヲ

一
二
滋
ニ

拳
ク
レ
ハ

一
．
古
今
聖
賢
ノ
事
跡
ヲ
掲
ク
ル
ハ
甚
可
ナ
リ
。
但
シ
其
人
物
ノ
撰
澤

ニ
ハ
大
二
注
意
ヲ
要
ス
。
欧
米
古
今
ノ
人
物
ハ
比
較
的
引
例
多
シ
（
ソ

ク
ラ
テ
ス
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
其
他
多
数
）
定

メ
テ
東
洋
二
倫
理
ノ
教
ヲ
典
レ
タ
ル
孔
子
、
或

ハ
孟
子
等
ノ
引
例
モ

ア
ル
ナ
ラ
ン
ト
想
像
シ
探
ヌ
レ
ト
モ
見
営
ラ
ス
。
此
ノ
如
キ
我
東
洋

ノ
倫
理
ノ
指
導
者
ト
モ
云
フ
ヘ
キ
古
聖
賢
ノ
名

ハ
之
ヲ
後
人
二
博
ヘ

タ

シ
釈
迦
、
耶
蘇
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
ノ
如
キ
人
名
ナ
キ
ハ
宗
教
者
ナ
ル
カ
故

ナ
ル
ヘ
シ

ニ
．
格
言
ヲ
掲
ク
ル
ハ
宜
シ
、
成
ル
ヘ
ク
国
民
二
普
及
セ
ル
在
来
ノ
モ

ノ
ニ
撰
フ
ヘ
シ
、
西
洋
語
ノ
翻
訳
多
キ
ニ
過
ク
ル
ニ
似
タ
リ
、
新
奇

二
作
成
シ
又
ハ
輸
入
シ
タ
ル
格
言
ハ
児
童
及
父
母
等
耳
ナ
レ
サ
ル
カ

故
二
格
言
ト
シ
テ
効
力
薄
シ

三
．
事
例
ヲ
示
ス
ニ
歴
史
上
ノ
人
物
卜
侵
想
ノ
人
物
ト
ラ
混
ス
ル
カ
故

二
或

ハ
誤
ヲ
招
カ
ン

四
．
国
民

一
般
ノ
守
ル
ヘ
キ
大
祭
日
ハ
特
二
児
童
ノ
感
覺
二
留
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
國
ノ
大
祭
日
祝
日
等
二
付
今

一
層
其
由
縁
ヲ
説
明
ス
ル
ノ
記

事
ア
ル
ヲ
可
ス
、
之
二
依
リ
テ
歴
史
ヲ
知
り
國
体
ヲ
耕
ス
ル
ノ
念
ヲ

養
フ
ノ

一
助
タ
ル
ヘ
シ
（祭
日
ノ
事

ハ
極
メ
テ
簡
単
ナ
ル
記
事
ア
リ
）

五
。
人
物
ヲ
引
用
ス
ル
ハ
其
人
抜
群
ニ
シ
テ
全
國
沿
ク
敬
信
シ
来
リ
タ

ル
モ
ノ
ヲ
撰
ム
ヲ
要
セ
ン
、
然
ル
ニ
課
書
中
往
々
平
几
ニ
シ
テ
曽
テ

耳
邊
二
熟
セ
サ
ル
人
物
ヲ
引
用
セ
リ
、
且
徳
川
氏
ノ
事
ヲ
引
用
ス
ル

コ
ト
其
多
キ
ニ
居
ル
、
是
レ
或
ル
地
方
二
適
ス
ル
モ
他
ノ
大
部
分
地

方
ノ
子
弟
及
其
父
兄
ニ
ハ
好
感
覺
ヲ
蓋
典
フ
ル
コ
ト
最
モ
薄
カ
ル
ヘ

ンヽ

六
．
課
書
ノ
惜
辞
二
至
リ
テ
モ
亦
児
童
ノ
感
想

二
封
シ
最
モ
之
ヲ
慎
マ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
然
ル
ニ
課
書
中
明
治
十
年
カ
ゴ
シ
マ
ノ
賊
ガ
云
々

ト
ア
リ
、
是
レ
其
地
方
ノ
子
弟
ノ
感
想
ヲ
害
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
父

兄
ヲ
シ
テ
家
庭
ノ
教
育
ヲ
傷
ハ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
ン

是
等
細
ロ
ノ
点

ハ
今
姦
二
煩
ハ
シ
ク
列
拳
セ
ス
編
纂
上
尚
注
意
ス
ヘ
キ

点
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
各
冊
ヲ
通
覧
シ
テ
得
タ
ル

ノ
感
覺
ハ
社
會
二
立
チ
事
業
ヲ
成
功
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
教
訓
比
較
的
二
大

部
分
ヲ
占
メ
、
皇
國
臣
民
ノ
血
族
連
綿
タ
ル
特
種
固
有
ナ
ル
祖
先
二
封
シ

家
國
二
封
シ
、
君
臣
親
子
夫
婦
兄
弟
等
ノ
間
二
於
ケ
ル
義
理
ヲ
示
ス
ノ
教

課
二
於
テ
尚
遺
憾
ア
ル
カ
如
シ
。
社
會
ノ

一
員
ト
シ
テ
ノ
相
互
間
ノ
徳
行

二
密
ニ
シ
テ
、
臣
民
ト
シ
テ
國
二
封
シ
家
族
ト
シ
テ
其
家

二
封
ス
ル
ノ
義

務
心
得
ヲ
教
訓
ス
ル
ニ
或

ハ
精
々
疎
ナ
ル
カ
如
ク
見
ユ
。
要
ス
ル
ニ
此
ノ

如
キ
修
身
書
ニ
テ
教
育
セ
ラ
ル
ゝ
吾
人
ノ
子
孫
ハ
他
日
吾
人
卜
同
シ
キ
感

覺
ヲ
以
テ
我
団
体
ヲ
愛
惜
ス
ヘ
キ
カ
疑
ナ
キ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。

こ
の
意
見
書
の
特
徴
は
、
修
身
教
科
書
を

「国
民
道
徳
ノ
経
典
」
と
記
す
な

ど

「国
民
道
徳
」
を
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
、
三
井
論
文
に
よ
る
と
穂
積
八
束
が
導
入
し
た
用
語
で
あ
る
。
だ

と
す
る
と
、
こ
の
意
見
書
全
体
の
基
調
は
穂
積
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
そ
の
も
の
は
野
村
の
筆
跡
で
書
か
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
野
村
と
穂
積
の
間
で
は
、
内
容
の
合
意
が
出
来
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

意
見
書
の
内
容
は
、
第

一
期
国
定
修
身
教
科
書
の
欠
け
て
い
る
点
を
列
挙
し

た
も
の
で
あ
る
。
（１
）
教
科
書
で
は
児
童
の
発
達
段
階
と
特
定
の
主
義

・
主

張
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に

「
日
常
の
行
儀
作

法
の
心
得
書
」
と
な

っ
て
い
る
。
（２
）
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
教

（キ
リ
ス

ト
教
）
が
国
民
の
精
神
的
教
育
を
担

っ
て
い
る
の
で
学
校
で
は
日
常
生
活
の
心

得
を
教
え
て
い
る
。
し
か
し
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
相
当
す
る
国
教
が
な
い
の

で
、学
校
で
「
国
民

一
致
の
精
神
的
信
向
」
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
（３
）
「忠
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孝
の
大
義
」
こ
そ
が

「国
体
の
精
華
」
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
事
例

が
少
な
い
し
弱
い
。
（４
）
「祖
先
の
崇
敬
」
が
重
要
で
あ
る
の
に

「家
の
祭
祀
」

や

「敬
神
」
を
扱

っ
て
い
な
い
。
（
５
）
そ
の
他
、
東
洋
の
倫
理
指
導
者

（孔

子
な
ど
）
が
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
西
洋
の
格
言
が
多
す
ぎ
る
、
祭
日
の
説
明
が

少
な
い
な
ど
の
欠
点
が
あ
る
。

事
実
、
第

一
期
国
定
修
身
教
科
書
は
、
四
年
間
に
わ
た
る
委
員
会
の
討
議
の

下
に
編
集
さ
れ
た
た
め
、
徳
目
の
配
列
方
法
や
内
容
、
児
童
の
理
解
能
力
な
ど

を
考
慮
し
て
い
る
。
野
村
達
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
教
育
的
配
慮
こ
そ
が

「忠
孝
の
大
義
」
を
曖
味
に
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
意
見
書
の
後
段
で
は
、
新
た
な
修
身
教
科
書
の
編
集
方
針
を
、
現
行
の

修
身
教
科
書
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

新
撰
修
身
書
は
、
大
日
本
国
帝
国
の
國
民
を
養
成
す
る
目
的
を
以
て
編
纂

す
。
抑
も
大
日
本
帝
國
は
、
開
開
以
来
、
君
臣
の
分
定
り
て
、
上
に
は
世

界
に
比
類
な
き
無
姓
の
天
皇
を
戴
き
、
下
に
は
、
千
歳
の
系
譜
に
因
れ
る

臣
民
あ
り
、
蓋
し
皇
國
の
囲
性
は
、
賞
に
忠
孝
を
以
て
其
因
と
な
す
所
以

な
り
、
故
に
　
今
上
陛
下
に
は
特
に
、
忠
孝
は
、
國
鐙
の
精
華
、
教
育
の

淵
源
に
し
て
、
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
な
る
ぞ
と
宣
は
せ
た
り
。
是
を
以
て
新

撰
修
身
書
ハ
、
長
く
も
大
詔
の
主
義
に
則
と
り
、
之
を
編
纂
し
、
其
引
例

の
如
き
も
、
概
ね
皇
國
の
美
事
を
蒐
め
、
児
童
を
し
て
自
ら
其
特
性
を
登

揚
せ
し
む
る
こ
と
を
期
せ
り
。
ま
た
此
の
新
撰
修
身
書
に
は
、
現
今
、
世

に
喧
偉
し
て
、
非
難
の
渦
中
に
あ
る
減
少
の
伊
呂
波
文
字
を
用
ひ
ず
。
ま

た
愛
更
の
候
字
遣
を
用
ひ
ず
。
是
れ
、
伊
呂
波
文
字
の
減
少
と
、
俄
字
遣

の
新
法
と
は
、
神
名
、
人
名
等
の
Ｅ
別
を
失
は
じ
め
て
、
正
史
、
系
譜
等

を
素
乱
せ
し
む
る
事
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
國
語
の
正
彊
を
失
ふ
に
至
ら
ん

こ
と
を
虞
る
れ
ば
な
り
。

○
個
人
に
属
す
る
課
目
　
　
　
○
記
事
の
数
の
割
合
　
３

人
　
學
問
　
誠
　
摂
生
　
健
康
　
新
恩
　
敬
愛
　
清
潔
　
詞
遣

行
儀
　
勤
勉
　
勇
気
　
隠
徳
　
謹
慎
　
規
則
　
　
勉
業
　
慎
獨

度
量
　
倹
約
　
質
素
　
改
過
　
仁
慈
　
忍
耐
　
操
　
己
れ
を
知
る

な
ど

○
家
庭
に
属
す
る
課
目
　
　
　
○
記
事
の
数
の
割
合
　
２

家
庭
　
親
　
祖
父
母
　
子
　
兄
弟
　
孝
行
　
友
愛
　
家
系
　
奮
家

祖
先
　
奴
婢
　
仕
来
は
濫
に
改
む
べ
か
ら
ず
　
な
ど

○
国
家
に
属
す
る
課
目
　
　
　
〇
記
事
の
数
の
割
合
　
３

国
家
　
國
民
　
天
皇
　
君
恩
　
奉
公
　
忠
義
　
兵
役
　
大
和
魂

内
外
の
宮
　
靖
國
神
社
　
大
日
本
帝
國
　
神
國
君
子
國
　
國
風

敬
祝
　
日
本
人
の
特
性
　
姓
氏
　
武
士
道
　
國
民
の
務
　
自
治
差

國
光
　
な
ど

○
社
合
に
属
す
る
課
目
　
　
　
○
記
事
の
数
の
割
合
　
２

社
會
　
師
　
友
　
長
者
　
幼
者
　
親
切
　
證
儀
　
慈
善
　
公
平

公
益
　
な
ど

附
言
吾
邦
児
童

二
課
ス
ル
修
身
書
ハ
特
二
教
育
勅
語
ノ
聖
旨
二
則
り
皇
國

臣
民
タ
ル
ヘ
キ
徳
育
ヲ
主
ト
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
引
例
ノ
如

キ
ハ
編
二
皇
國
ノ
美
事
ヲ
蒐
集
セ
リ
、
然
レ
ト
モ
讀
本
其
ノ
他
ノ
課
書
ニ

於
テ
ハ
宜
シ
ク
博
ク
外
邦
ノ
佳
話
ヲ
モ
引
証
シ
テ
其
ノ
智
能
ヲ
併
セ
テ
軽

登
ス
ル
ヲ
要
ス
ベ
シ
、

新
修
身
教
科
書
は
、
こ
れ
ま
で
の

「個
人
的
教
育
」
で
は
な
く
、
「大
日
本

帝
国
の
国
民
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
す
る
。
そ
し
て

「皇
国
の

国
性
」
と
し
て

「忠
孝
」
を
最
重
要
と
す
る
。
そ
の
た
め
大
詔
、
す
な
わ
ち
教

育
勅
語
を
基
本
と
し
、
西
洋
の
事
例
で
は
な
く
日
本
の

「美
事
」
を
以
て
編
集

す
る
。
そ
し
て
課
日
と
し
て
も
、
国
家
に
属
す
る
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
し
た
。

野
村
達
は
、
牧
野
文
相

へ
の
手
紙
や
訪
間
の
後
も
活
動
を
続
け
、
例
え
ば
修

身
教
科
書
を
文
部
省
か
ら
分
離
し
内
閣
直
轄
の
審
査
局
を
設
け
て
編
纂
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
構
想
し
て
い
る

（６
）。
し
か
し
、
明
治
四
〇
年

一
二
月
に
野
村
は

富
美
宮

・
泰
官
両
内
親
王
の
養
育
掛
長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
第
に

こ
の
運
動
か
ら
は
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
運
動
の
理
論
的
担
い
手
で
あ

っ
た
穂
積
は
、
明
治
四

一
年
、
第
二
期

国
定
修
身
教
科
書
の
編
纂
作
業
の
た
め
設
置
さ
れ
た
教
科
用
図
書
調
査
委
員
会

第

一
部

（修
身
）
の
委
員
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
以
後
、
穂
積
の
活

躍
に
よ
り

「国
民
道
徳
」
論
が
第
二
期
国
定
修
身
教
科
書
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
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に
な
る

（７
）。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
野
村
達
の
運
動
が
第
二
期
国
定
修
身

教
科
書
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ｔ

）

（２
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

「野
村
靖
関
係
文
書
」

一
一
―
二
。

教
科
書
の
変
遷
に
つ
い
て
は
海
後
宗
臣

・
仲
新
編

『
日
本
教
科
書
体

系
近
代
編
』
第
三
巻
修
身
、
講
談
社
、　
一
九
六
二
年

一
月
刊
、
解
説
を

参
照
。
三
井
須
美
子
「国
定
第

一
期
教
科
書
改
改
定
運
動
と
穂
積
八
束
」
（『都

留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
九
集
、　
一
九
九
三
年

一
〇
月
、
所
収
）
。

「野
村
靖
関
係
文
書
」

一
一
―
四
・五
。

「野
村
靖
関
係
文
書
」

一
一
―
二
―
五
。

「野
村
靖
関
係
文
書
」

一
一
―
二
―
四
。
同
二
九
―

一
。

三
井
須
美
子
「家
族
国
家
観
に
よ
る
『国
民
道
徳
』
の
形
成
過
程
」
（『都

留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
二
集
～
三
七
集
、　
一
九
九
〇
年
二
月
～

一
九
九
二
年

一
〇
月
、
所
収
）
。

（３
）

（４
）

（５
）

（６
）

（７
）

Ｌ

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
ｒ
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京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
入
会
案
内

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎

「
『神
奈
川
県
史
』
を
学
ぶ
会
」
―
毎
月

一
回
、
原
則
と
し
て
第

一
土
曜

日
の
午
後
に
、
以
下
の
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①

「幕
末
開
港
編
」
で
は
、
横
須
賀
史
学
研
究
会
編

『浦
賀
奉
行
所

関
係
史
料
　
新
訂
臼
井
家
文
書
』
第
四
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

②

「大
正
。昭
和
編
」
で
は
、横
浜
開
港
資
料
館
編

『佐
久
間
権
蔵
日
記
』

第
五
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

◎

『京
浜
歴
科
研
会
報
』
―
毎
月

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
研
究
会
の
記
録
や
書
評
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
―
毎
年

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
論
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎

「歴
史
を
歩
く
会
」
―
年
二
回
、春
と
秋
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎

「集
中
研
究
会
」
―
年
二
回
、
春
と
夏
に
研
究
文
献
を
学
習
す
る
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
入
会
下
さ
い
。
御
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
御
願
い
し
ま
す
。

入
会
を
御
希
望
の
方
は
、
事
務
局
へ
申
し
込
ま
れ
る
か
、
左
記
郵
便
振
替

を
御
利
用
下
さ
い
。
年
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【連
絡
先
】

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
事
務
局

〒
二
三
三
―
〇
〇
〇
六

横
浜
市
港
南
区
芹
が
谷
五
―
五
九
―
上

一
一　
大
湖
賢

一
方

電
話
　
〇
四
五
―
八
二
五
―
三
七
三
六

郵
便
振
替
口
座
　
○
〇
二
七
〇
―
八
―

一
五
五
三
五

〓
〓

〓

〓
≡

≡

≡

〓
〓
〓

〓

〓

〓

〓

〓

≡

〓

〓
〓

〓

〓
〓

≡

〓

〓
〓

〓

〓
〓

〓

〓

〓

〓
〓
「
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